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○ 「第615回審査会合」及び「第646回審査会合」での資料の誤りに関わる対応を踏まえ，本資料にて過去の審査会合資料を引用する際の
注記を下記のとおりとする。
・ 右上の注記

再掲 ： 過去の審査会合資料を，そのまま引用する場合
一部修正 ： 過去の審査会合資料の内容を，一部修正する場合
誤りを修正 ： 過去の審査会合資料の誤りを，正しい記載とする場合

・左下の注記
修正した誤りの内容を記載 （誤りの修正がある場合）



項目 No. 指摘時期 コメント内容
掲載箇所

本編資料
補足

説明資料

cf断層系 S2-122
第700回審査会合
平成31年4月5日

cf断層系の活動性評価の代表断層の選定について，断層の諸元等から代表性を整理し説明すること。

ⅲ,ⅳ,
2-2,2-26,
2-32,2-58

―

dF断層系 S2-123
第700回審査会合
平成31年4月5日

dF断層系の活動性評価の代表断層の選定について，断層の諸元等から代表性を整理し説明すること。

ⅲ,ⅳ,
2-34,2-44,
2-45,2-56,

2-58

―

後期更新世
に生じた変状

S2-124
第700回審査会合
平成31年4月5日

第四系中の変状について，基盤岩である易国間層に変位・変形が生じているという実態等を踏まえ，評価対象を明確にして適切な名

称に見直すこと。

ⅲ,ⅳ,
1-35,
1-36,

4-6,4-21

―

後期更新世
に生じた変状

S2-125
第700回審査会合
平成31年4月5日

変位を伴う不連続面について，新鮮部に分布するものと強風化部に分布するものとの違い，強風化部に分布するもののうち変状に関

わるものと関わらないものとの違いを整理し説明すること。

1-36,
4-21,4-29
～4-31,
4-38

―

後期更新世
に生じた変状

S2-126
第700回審査会合
平成31年4月5日

強風化部の一部で変位・変形が生じているという観察事実を基に，岩盤の風化と変位・変形が関連するものであるとするなら，岩盤の

風化のプロセスを含め，強風化部の一部で変位・変形が生じるメカニズムと，それを裏付ける物的証拠を整理して説明すること。

4-2,
4-74～
4-126

104～124

後期更新世
に生じた変状

S2-127
第700回審査会合
平成31年4月5日

重要な安全機能を有する施設の基礎底面又は側壁に露頭する可能性が考えられるシームについて，「その他のシーム」を含めて，底

盤・法面の地質観察データを提示すること。
3-10 2～10

後期更新世
に生じた変状

S2-128
第700回審査会合
平成31年4月5日

総合評価のフローについて，第四系中の変状に関する評価とシームの評価を関連付けるとともに，変状に関わる断裂が発生する区

間，変状に関する施工対策の有効性等も含めて規制・基準との適合性が分かるように全体の論理構成を整理して説明すること。

ⅲ,1-37,
1-39,1-48,
3-2,4-2,
5-2,5-3

―

後期更新世
に生じた変状

S2-129
第700回審査会合
平成31年4月5日

断層と変位を伴う不連続面等とを区分する閾値として，見掛けの鉛直変位量１ｍとする考え方について，「変状に関わる断裂（変位を

伴う不連続面）」との関係も踏まえ説明すること。

1-32,1-36,
4-21,4-39

―

後期更新世
に生じた変状

S2-130
第700回審査会合
平成31年4月5日

大間サイトでは，シームが上載地層に変位・変形を与えているところもあれば与えていないところもある。調査地点の代表性の観点も

含め，改めて大間サイトにおける上載地層法の適用性を説明すること。
1-37,1-39 ―

指摘事項
ⅰ

本資料では，第700回審査会合（平成31年４月５日）の指摘事項について，下表のとおり回答する。

注）コメント内容の記載のうち「第四系中の変状」及び「変状に関わる断裂」については指摘時点の表現で記載している。



1. 敷地の地質・地質構造に関わるコメント回答
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• 原子炉建屋設置位置の炉心ボーリングN-1孔の細粒凝灰岩FT5-2層準で検討対象外の「その他のシーム」が認められる。

• N-1孔以外の炉心ボーリングでは同層準にシームは認められないこと，重要な安全機能を有する施設の基礎底面又は側壁にシームは
認められないことを炉心ボーリングのコア観察及び側壁の地質観察の結果等により説明する。

指摘事項

説明概要

1.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(1/9)
2

コメントNo.S2-127

項目 No. 指摘時期 コメント内容

後期更新世に
生じた変状

S2-127
700回審査会合

平成31年4月5日

重要な安全機能を有する施設の基礎底面又は側壁に露頭する可能性が考えられるシーム

について，「その他のシーム」を含めて，底盤・法面の地質観察データを提示すること。



N-1

地質断面図におけるシーム分布（南北方向X-X’）

• 原子炉建屋付近には連続性の良い検討対象シームS-11とS-10が分布し，検討対象でないその他のシー
ムとしてN-1孔のS-10とS-11の間の細粒凝灰岩FT5-2層準にシームが認められる。

• 重要な安全機能を有する施設の底面・側壁におけるシームの分布について次頁以降に述べる。

デイサイト

大畑層

大間層

易国間層

第四系

NＳ

*１： 検討対象シームについては， シームが出現
しないボーリング孔の直前まで分布を表示。

*２： 小孔径でコア性状が確認困難な孔。
*３： その他のシームについては，シームの出現

箇所のみ表示。

玄武岩

玄武岩

玄武岩

玄武岩

位置図

X X’

大間層

第615回審査会合
資料２－２ P.5-9 一部修正

1.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(2/9)

*３

*３

*1

検討対象シームの有無が
不明な孔*２

（シームが認められると評価）

凡 例

3

細粒凝灰岩FT5-2層
準のシーム

コメントNo.S2-127



軽油
タンク

取水路

T.P.+12m

第一フィルタベント建屋

X1’X1

S
N

シームS-11

シームS-10 南北断面（X1-X1’）

原子炉建屋
タービン建屋

S-11

S-10

シ ー ム S-11

シ ー ム S-10

ボーリング ボーリング（投影）

風化部（主に強風化部から成る）

風化部

東西断面（Y1-Y1’）

燃料補助
建屋

W E

Y1 Y1’

コントロール
建屋

T.P.+12m

シームS-10

シームS-11原子炉建屋

注１) ボーリングは工事着手前の原地形で掘削。
注２） 重要な安全機能を有する施設の埋戻し部については，MMR等で埋め戻す予定。
注３） 断面位置図については本編資料P.4-129参照。

Qt-aℓ

シームと重要な安全機能を有する施設との位置関係 第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-65 一部修正

原子炉建屋付近の重要な安全機能を有する施設のうち，X1-X1’断面では軽油タンクの南側側面に岩盤の
風化部及びシームS-11が分布するが，基礎底面にはシームS-11及びS-10の露頭はない。

1.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(3/9) コメントNo.S2-127
4



Q-1
Q-2

Q-3 Q-4

• 原子炉建屋付近の重要な安全機能を有する施設の近傍に分布するその他のシームとして，炉心
ボーリングN-1孔の細粒凝灰岩FT5-2層準にシームが認められる。

• FT5-2層準直下にも細粒凝灰岩FT5-1層準が分布するが，シームは認められない。
• 次頁以降に原子炉建屋側壁における細粒凝灰岩FT5-1層準及びFT5-2層準の分布を示す。

原子炉建屋におけるシームの分布（1/5）：炉心ボーリングN-1～5孔

1.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(4/9)
5

N-2

0                            50m

炉心ボーリング位置図

N-4

N-1N-5 N-3

N-1孔 N-2孔 N-3孔

N-4孔 N-5孔

lltf tb

lltf

tb

lltf

tb

lltf

tb lltf

tb

炉心ボーリングコアでの細粒凝灰岩(FT5-2層準)とシームの有無

FT5-2        シーム lltf：淡灰色火山礫凝灰岩 tb：凝灰角礫岩FT5-1  

コメントNo.S2-127

位置図



• 原子炉建屋東側壁の地質は，易国間層上部層の淡灰色火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩等から成る。
• 凝灰角礫岩の上位にある細粒凝灰岩FT5-1層準及びFT5-2層準にはシームは認められない。

原子炉建屋におけるシームの分布（2/5）：東側壁地質スケッチ

1.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(5/9)
6

原子炉建屋中心

FT5-2
FT5-1

コメントNo.S2-127

N S

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

シームS-11層準
（FT5-3）

位置図

東側壁観察位置

モルタル・
コンクリート
充填箇所

埋土

細粒凝灰岩・
粗粒凝灰岩互層

凡 例

E-1

E- は杭番号
埋土



1.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(6/9)
7

原子炉建屋におけるシームの分布（3/5）：西側壁地質スケッチ

• 原子炉建屋西側壁の地質は，易国間層上部層の淡灰色火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩等から成る。
• 凝灰角礫岩の上位にある細粒凝灰岩FT5-1層準及びFT5-2層準にはシームは認められない。

原子炉建屋中心

西側壁観察位置

コメントNo.S2-127

約２ｍ～約６ｍ西方の法面スケッチ投影

NS

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

シームS-11層準
（FT5-3）

位置図

凡 例

W-1

W- は杭番号
埋土



8

原子炉建屋におけるシームの分布（4/5）：南側壁地質スケッチ

FT5-2

FT5-1

• 原子炉建屋南側壁の地質は，易国間層上部層の淡灰色火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩等から成る。
• 凝灰角礫岩の上位にある細粒凝灰岩FT5-1層準及びFT5-2層準にはシームは認められない。

コメントNo.S2-1271.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(7/9)

原子炉建屋中心

凡 例

E W

詳細観察範囲(P.９参照)

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

南側壁観察位置

シームS-11層準
（FT5-3）

位置図

埋土

淡灰色火山礫凝灰岩

埋土



9

• 原子炉建屋側壁全面において詳細地質観察を行っている。例としてN-1孔の原子炉建屋南側壁での投影位置におけるFT5-1層
準及びFT5-2層準のスケッチを示す。

• 本観察範囲の細粒凝灰岩FT5-1層準及びFT5-2層準には，シームは認められない。

原子炉建屋におけるシームの分布（5/5）：南側壁 詳細地質スケッチ

原子炉建屋南側壁写真 (杭S-11～13，T.P.０ｍ～２ｍ)

コメントNo.S2-1271.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(8/9)

凡 例

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

南側壁
詳細観察位置

シームS-11層準
（FT5-3）

位置図

細粒凝灰岩・粗粒凝灰岩互層

杭 S-11

杭 S- は杭番号

モルタル・
コンクリート充填箇所

m,c

E W

原子炉建屋南側壁 詳細スケッチ
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• 原子炉建屋設置位置の炉心ボーリングN-1孔で細粒凝灰岩FT5-2層準にシームが認められるが，それ以外の炉心
ボーリングではシームは認められないことから，その他のシームの分布は局所的であると判断される。

• 原子炉建屋等の重要な安全機能を有する施設の基礎底面には検討対象シーム及びその他のシームは分布しない。

• 原子炉建屋側壁で詳細な地質観察を行い，細粒凝灰岩層にはシームが挟在しないことを確認した。

シームの分布のまとめ

コメントNo.S2-1271.1 重要な安全機能を有する施設の底盤・法面観察データ(9/9)



トレンチ・法面の地質スケッチ

〔本編資料4.1章に関する基礎データ〕

2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(1/49)

• 変状が認められるシームS-10，11について，トレンチ及び法面の地質観察により変状の
有無を確認した。各トレンチ及び法面での詳細観察結果を示す。

11第700回審査会合
資料２－２－２ P.39 一部修正



南北地質断面におけるシーム（S-10,S-11）の分布状況

S-10

S-11

変状の詳細観察箇所

• 掘削面，トレンチ及び法面で変状が確認された全て
の箇所で詳細観察を行った。

• また，それらの周辺で変状が認められなかった箇所
において，トレンチ及び法面の詳細観察を行った。

注） シームS-10及びシームS-11層準(FT5-3＊)の位置は，ボーリング，
トレンチ及び法面の調査結果に基づく。

シームS-10が第四系基底面，掘削面等に現れる位置

シームS-11層準(FT5-3＊)が第四系基底面，掘削面等に
現れる位置

凡 例

* : シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

トレンチ ・ 法面Ts-７

変状の詳細観察箇所

12第700回審査会合
資料２－２－２ P.40 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(2/49)

X X’

Ts-６法面
（本編資料P.4-25～P.4-27,
4-56,4-57,4-84,4-86,
P.37～P.44,66参照）

Ts-８トレンチ
（本編資料P.4-17,
P.4-58,4-59,4-82, 4-83,
P.48～P.60,P.68～P.70参照）

法面②
（P.61参照）

法面③
（P.62参照）

法面④
（P.63参照）

法面①
（本編資料

P.4-34,4-65参照）

Ts-２トレンチ
Ts-１トレンチ
Ts-３トレンチ （本編資料P.4-15,4-16,

4-36, 4-37,
P.13～P.26,
P.71～P.74参照）

Ts-７トレンチ
（本編資料P.4-32,4-33,
4-44,4-45,P.45～P.47,67参照）

Ts-13法面
（P.32,33,76参照）

Ts-10トレンチ
（P.29～P.31,75参照）

Ts-11トレンチ
（P.27,28参照）

No.３法面
（P.34参照）

Tｆ-4トレンチ
（本編資料P.2-10,2-11,
P.2-27～P.2-31参照）

Ts-５法面
（P.35,36参照）

NS



東側法面詳細図範囲（P.14参照）

変状の範囲

西側法面詳細図範囲（P.15参照）

変位量測定補助線及び測定箇所

（リワーク）

（リワーク）
変位を伴う不連続面
及び節理

位置図

Ts-１
トレンチ

Ts-２
トレンチ

Ts-３
トレンチ

法面でのシームS-10
と第四系逢着点

火山灰分析結果 （Ts-1 BE31）

火山ガラス屈折率頻度分布

Aso-4

0
2
4
6
8

10

1.500 1.505 1.510 1.515
頻

度
屈折率

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2
0 5 10

深
度

(m
)

個数

Aso-4型ガラス検出個数 顕微鏡写真

0.1mm Aso-4

• Ts-１トレンチでシームS-10付近において，Ｍ３面段丘堆積物中の層理面の段差及び不連続面並びに
その直下にある岩盤の段差から成る変状が認められる。上盤はシーム沿いに上方に変位するセンス
を示す。

• この変状はローム層には及んでいないことから，Ｍ３面陸化後，ローム層堆積前に形成されたものと考
えられる。

注） 本トレンチでは変状の変位方向の測定データなし。

Ts-１トレンチ（1/3）：地質展開図

細粒凝灰岩，細粒凝灰岩/粗粒凝灰岩互層，
粗粒凝灰岩，暗灰色火山礫凝灰岩，安山岩溶岩（角礫状）

淡灰色火山礫凝灰岩，粗粒凝灰岩

13

段丘堆積物中の不連続面

第700回審査会合
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3m0

Ts-１トレンチ（2/3）：東側法面詳細図

SN 

シームS-10

段丘堆積物中
の不連続面

ローム層 （シルト質）

ローム層
（礫混じりシルト質）

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

12

11

10 

T.P.(m)
13

12

11

10 

T.P.(m)
13

平坦面Ａ

平坦面Ｂ

②約35cm

段丘堆積物中の不連続面

シームS-10

①約35cm

暗灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

淡水性珪藻化石の
産出箇所Aso-4

14

シームS-10延長上の上盤の変位区間
（シームの上端からシーム延長上の上
盤の直線的部分の上端までの区間）

（リワーク）

変位量測定補助線及び
見掛けの鉛直変位量変位を伴う不連続面及び節理

段丘堆積物中の不連続面

• シームS-10の上盤は黄褐色を呈し著しく軟質な強風化部か
ら成り，シームに接している。下盤は風化変色が進んでおら
ず比較的硬質な新鮮部～弱風化部から成る（本編資料P.4-
53参照）。

• シーム上盤の侵食形状などから，変状形成前の岩盤上面
には，平坦面Ａ及び平坦面Ｂから成る高さの異なる２段の
平坦な面があったものと考えられる。

• シームの延長上の直線的部分から求めた岩盤の見掛けの
鉛直変位量は①約35ｃｍである（第646回審査会合資料１-
２，6.2章参照）。

• Ｍ３面段丘堆積物の層理面には凹凸があり，層理面の全体
的構造の把握が可能なＭ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）上
面を基準面とした見掛けの鉛直変位量は②約35ｃｍと推定
される。

• 見掛けの鉛直変位量①と②は同程度で，明瞭な変位の累
積性はないと考えられる。

第700回審査会合
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NS 

段丘堆積物中の
不連続面

シームS-10

ローム層
（礫混じりシルト質）

ローム層 （シルト質）

この部分の岩盤と段丘堆積物と
の境界面は，粗粒凝灰岩の葉理
と斜交しており，潮間帯で形成さ
れたオーバーハング状の侵食面
であったものと考えられる。

シームS-10

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

段丘堆積物中
の不連続面

暗灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

3m0

オーバーハング
状の侵食面

写真１
敷地近くの海岸露頭で観察され
るオーバーハング状の侵食面
（左右反転）

①約35cm

②約35cm
12

11

10 

T.P.(m)
13

12

11

10 

T.P.(m)
13

平坦面Ａ

平坦面Ｂ

• シームS-10の上盤は黄褐色を呈し著しく軟質な強風化
部から成り，シームに接している。下盤は風化変色が進
んでおらず比較的硬質な新鮮部～弱風化部から成る
（本編資料P.4-53参照）。

• シーム上盤の侵食形状，礫質のＭ３面段丘堆積物の分
布などから，変状形成前の岩盤上面には，平坦面Ａ及
びＢから成る高さの異なる２段の平坦な面があり，両面
の間はオーバーハングになっていたものと考えられる
（写真１）。

• シームの延長上の直線的部分から求めた岩盤の見掛
けの鉛直変位量は①約35ｃｍである（第646回審査会合
資料１-２，6.2章参照）。

• Ｍ３面段丘堆積物の層理面には凹凸があり，層理面の
全体的構造の把握が可能なＭ３面段丘堆積物（礫混じ
り砂質）上面を基準面とした見掛けの鉛直変位量は②
約35ｃｍと推定される。

• 見掛けの鉛直変位量①と②は同程度で，明瞭な変位の
累積性はないと考えられる。

Ts-１トレンチ（3/3）：西側法面詳細図

15

Iℓ-dℓtf
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凡 例

シームS-10延長上の上盤の変位区間
（シームの上端からシーム延長上の上
盤の直線的部分の上端までの区間）

（リワーク）

（リワーク）変位量測定補助線及び
見掛けの鉛直変位量

変位を伴う不連続面及び節理

段丘堆積物中の不連続面



シームS-10

東側法面詳細図範囲（P.18参照）

西側法面詳細図範囲（P.17参照）

Ｍ３面段丘堆積物

ローム層

火山灰分析結果 （Ts-2 DE4.5）

火山ガラス屈折率頻度分布

Aso-4
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屈折率
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深
度

(m
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個数

Aso-4型ガラス検出個数 顕微鏡写真

0.1mm

Aso-4

位置図

Ts-１
トレンチ

Ts-２
トレンチ

Ts-３
トレンチ

法面でのシームS-10
と第四系逢着点

Ts-２トレンチ（1/3）：地質展開図

（リワーク）

（リワーク）

• Ts-２トレンチでシームS-10とＭ３面段丘堆積物との関係を調査した。
• シームS-10付近の段丘堆積物とその直下の岩盤に変状は認められない。

変位を伴う不連続面
及び節理

平坦面Ｂ

平坦面Ｂ

16

・
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Ts-２トレンチ（2/3）：西側法面詳細図

NS 

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

ローム層
（礫混じりシルト質）

暗灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

シーム
S-10

シーム
S-10

変位を伴う不連続面
及び節理

12

11

10 

T.P.(m)
13

12

11

10 

T.P.(m)
13

平坦面Ｂ

• シームS-10の延長上の段丘堆積物
中に変状は認められない。

• シームS-10の上下盤共に風化変色
が進んでおらず比較的硬質な新鮮
部～弱風化部から成る。上盤のシー
ムに接する箇所に強風化部は分布
しない（本編資料P.4-53参照）。

• この法面では，平坦面Ｂは認められ
るが，平坦面Ａ（P.16参照）は西側～
南側法面に見られるように侵食を受
けて低くなっている。

17

・

第700回審査会合
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3m0



SN 

シーム
S-10

シーム
S-10

平坦面Ｂ

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

暗灰色
火山礫凝灰岩

淡灰色
火山礫凝灰岩

12

11

10 

T.P.(m)

13

12

11

10 

T.P.(m)

13

3m0

te(sd)

te(sdg)

te(g)

Ts-２トレンチ（3/3）：東側法面詳細図

• シームS-10の延長上の段丘堆積物中に変状
は認められない。

• シームS-10の上下盤共に風化変色が進んで
おらず比較的硬質な新鮮部～弱風化部から
成る。上盤のシームに接する箇所に強風化部
は分布しない（本編資料P.4-53参照）。

• この法面では，平坦面Ｂは認められるが，平
坦面Ａ（P.16参照）は西側～南側法面に見られ
るように侵食を受けて低くなっている。

変位を伴う不連続面
及び節理

18

・

第700回審査会合
資料２－２－２ P.46 誤りを修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(8/49)

審査資料の再チェックを行い，「標尺及びスケール」を修正した。

平坦面Ｂ



（余白）

19



（リワーク）

（リワーク）

変位量測定補助線及び測定箇所

位置図

Ts-１
トレンチ

Ts-２
トレンチ

Ts-３
トレンチ

法面でのシームS-10
と第四系逢着点

Ts-３トレンチ（1/5）：地質展開図

シームS-10

変状の範囲

変状の範囲

西側法面詳細図範囲（P.21参照）

東側法面詳細図範囲（P.23参照）

• Ts-３トレンチでシームS-10付近において，
Ｍ３面段丘堆積物中の層理面の段差及び不
連続面並びにその直下にある岩盤の段差
から成る変状が認められる。上盤はシーム
沿いに上方に変位するセンスを示す。

• この変状はローム層には及んでいないこと
から，Ｍ３面離水後，ローム層堆積前に形成
されたものと考えられる。

火山灰分析結果 （Ts-3 EW36.5）

火山ガラス屈折率頻度分布

Aso-4
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Aso-4型ガラス検出個数 顕微鏡写真

0.1mm Aso-4

20

変位を伴う不連続面
及び節理

段丘堆積物中の不連続面
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シーム
S-10

NS 

Ts-３トレンチ（2/5）：西側法面詳細図

段丘堆積物中
の不連続面

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

ローム層（礫混じりシルト質）

ローム層（シルト質） 古砂丘堆積物

② 約25cm

① 約25cm

段丘堆積物中
の不連続面

暗灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

3m0

ローム層（有機質）

シーム
S-10
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10 

T.P.(m)
13

12

11

10 

T.P.(m)
13

平坦面Ａ

平坦面Ｂ
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（リワーク）

（リワーク）

変位量測定補助線及び
見掛けの鉛直変位量

変位を伴う不連続面
及び節理

（シームS-10延長上の上盤
の変位区間の読取は困難）

段丘堆積物中の不連続面

• シームS-10の上盤は黄褐色を呈し著しく軟質な強
風化部から成り，シームに接している。下盤は風化
変色が進んでおらず比較的硬質な新鮮部～弱風化
部から成る（本編資料P.4-53参照）。

• 変状形成前の岩盤上面には，平坦面Ａと平坦面Ｂ
から成る高さの異なる２段の平坦な面があったもの
と考えられる（第646回審査会合資料１-２，6.2章参
照）。

• Ｍ３面段丘堆積物の層理面には凹凸があるが，見
掛けの鉛直変位量①，②はそれぞれ約25ｃｍと同
程度で，明瞭な変位の累積性はないと考えられる。

第700回審査会合
資料２－２－２ P.49 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(10/49)

詳細写真範囲（P.22参照）



1m0

•シームS-10の延長上のＭ３面段丘堆積物中に層理面の段差と不連続面から成る変状が認められる。

•Ｍ３面段丘堆積物の窪地を埋めるローム層（礫混じりシルト質）とそれを覆うローム層（シルト質）には，変状は及んでいない。

NS 

Ts-３トレンチ（3/5）：西側法面詳細写真範囲

1m0

Ｍ３面段丘堆積物
（砂質）

Ｍ３面段丘堆積物
（礫混じり砂質）

ローム層
（礫混じりシルト質）

ローム層（シルト質）

② 約25cm

段丘堆積物中の不連続面

Ｍ３面段丘堆積物
（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物
（砂質）

人為的な法面表面の削り込み跡

マンガン
変色部

NS 

西側法面詳細写真（解釈線なし） 西側法面詳細写真（解釈線有り）
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Ts-３トレンチ（4/5）：東側法面詳細図

シームS-10

SN 

段丘堆積物中の
不連続面

シームS-10

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物
（砂質）

ローム層（シルト質）

②約25cm

①約25cm

段丘堆積物中の
不連続面

暗灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩
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11
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T.P.(m)
13

12

11

10 

T.P.(m)
13

平坦面Ａ

平坦面Ｂ
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3m0

（リワーク）

（リワーク）
変位量測定補助線及び
見掛けの鉛直変位量

変位を伴う不連続面
及び節理

（シームS-10延長上の上盤
の変位区間の読取は困難）

段丘堆積物中の不連続面

• シームS-10の上盤は黄褐色を呈し著しく軟質な強
風化部から成り，シームに接している。下盤は風化
変色が進んでおらず比較的硬質な新鮮部～弱風
化部から成る（本編資料P.4-53参照）。

• 変状形成前の岩盤上面には，平坦面Ａと平坦面Ｂ
から成る高さの異なる２段の平坦な面があったもの
と考えられる（第646回審査会合資料１-２，6.2章参
照）。

• Ｍ３面段丘堆積物の層理面には凹凸があるが，見
掛けの鉛直変位量①，②はそれぞれ約25ｃｍと同
程度で，明瞭な変位の累積性はないと考えられる。

第700回審査会合
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詳細写真範囲（P.24参照）



•シームS-10の延長上のＭ３面段丘堆積物中に層理面の段差と不連続面から成る変状が認められる。

•Ｍ３面段丘堆積物とローム層（シルト質）の境界部付近には変状は及んでいない。

Ts-３トレンチ（5/5）：東側法面詳細写真範囲

SN 

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

ローム層
（シルト質）

段丘堆積物中
の不連続面

②約25cm

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

SN 

東側法面詳細写真（解釈線なし） 東側法面詳細写真（解釈線有り）

24

1m0 1m0
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位置図

Ts-１
トレンチ

Ts-２
トレンチ

Ts-３
トレンチ

法面でのシームS-10
と第四系逢着点

８m西方法面

Ts-３トレンチ８m西方法面：地質スケッチ

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

ローム層（シルト質・礫混じりシルト質）

古砂丘堆積物

段丘堆積物中の
不連続面

約14cm

シームS-10

淡灰色火山礫凝灰岩

ローム層（有機質）

シーム
S-10

13

11

10 

T.P.(m)
14

12 12

11

10 

T.P.(m)
14

13

• Ts-３トレンチ西側法面を西方に８ｍ追掘した。シームS-10の上盤は黄褐色を呈し著しく軟質な強風化部から成り，シームに接している。下盤は風化変色が進んでおらず
比較的硬質な新鮮部～弱風化部から成る。

• 変状形成前の岩盤上面には，平坦面Ａと平坦面Ｂから成る高さの異なる２段の平坦な面があったものと考えられる（第646回審査会合資料１-２，6.2章参照）。

• Ｍ３面段丘堆積物の層理面には凹凸があり，見掛けの鉛直変位量は約14ｃｍで，Ts-３トレンチ西側法面での約25ｃｍ（P.21参照）よりも小さい。この変状はローム層には
及んでいない。上盤はシーム沿いに上方に変位するセンスを示す。

段丘堆積物中の
不連続面

シームの上盤はすべて強風化部

S
N

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

te(g)

te(sdg)
平坦面Ａ

平坦面Ｂ

25

変位を伴う不連続面
及び節理

地質境界の見掛けの鉛直変位量

（シームS-10延長上の上盤の変
位区間の読取は困難）

te(sdg)

te(g) （礫質）

（礫混じり砂質） 段丘堆積物中の不連続面

第700回審査会合
資料２－２－２ P.53 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(14/49)

暗灰色火山礫凝灰岩



段丘堆積物中の不連続面

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

古砂丘堆積物

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

シームS-10

ローム層（シルト質，
礫混じりシルト質）

ローム層（有機質）

約９cm

Ts-３トレンチ17ｍ西方法面：地質スケッチ

変位方向確認箇所

シーム
S-10

位置図

Ts-１
トレンチ

Ts-２
トレンチ

Ts-３
トレンチ

法面でのシームS-10
と第四系逢着点

17m西方法面

N

S

EW

シームの走向・傾斜
（N69°W，12°S）

上盤の変位方向
（N25°E）

変状の変位方向
（ウルフネット下半球投影）

シームの上盤は
すべて強風化部

13

11

10 

T.P.(m)
14

12 12

11

10 

T.P.(m)
14

13

S N

Ｍ３面段丘堆積物
（礫質）

te(g)

te(sdg)

平坦面Ａ

平坦面Ｂ

• Ts-３トレンチ西側法面をさらに西方17ｍまで追掘した。シームS-10の上盤は黄褐色を呈し著しく軟質な強風化部から成り，シームに接している。下盤は風化変色が
進んでおらず比較的硬質な新鮮部～弱風化部から成る。

• 変状形成前の岩盤上面には，平坦面Ａと平坦面Ｂから成る高さの異なる２段の平坦な面があったものと考えられる（第646回審査会合資料１-２，6.2章参照）。
• Ｍ３面段丘堆積物の葉理面の見掛けの鉛直変位量は約９ｃｍで， Ts-３トレンチ８ｍ西方法面での約14ｃｍ(P.25参照)よりさらに小さい。この変状はローム層には及ん

でいない。また，シーム上面に条線が認められ，上盤はシーム沿いに上方に変位するセンスを示す。

26

変位を伴う不連続面
及び節理

（シームS-10延長上の上盤の変
位区間の読取は困難）

te(sdg)

te(g)

（礫混じり砂質）

（礫質）

葉理面の見掛けの鉛直変位量

段丘堆積物中の不連続面

第700回審査会合
資料２－２－２ P.54 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(15/49)

暗灰色
火山礫凝灰岩

安山岩溶岩
（角礫状）

段丘堆積物中
の不連続面



風化部下限＊２ℓm(sdg)

ℓm(p)

ℓm

Ts-11トレンチ（1/2）：地質展開図

（小段）

（小段）

（小段）

（小段）

（
小
段
）

Ｍ1面段丘堆積物

ローム層

易国間層
淡灰色

火山礫凝灰岩

大畑層
凝灰質礫岩

シーム
S-10

火山灰分析結果 （Ts-11①28.8ｍ）

火山ガラス屈折率頻度分布 顕微鏡写真

Toya

0.1mm

Toya

0

5

10

15

20

25

1.490 1.495 1.500 1.505 1.510 1.515 1.520 1.525 1.530 1.535 1.540

屈折率

北側法面詳細図範囲（P.28参照）

頻
度

Ts-11トレンチでシームS-10と大畑層との関係を観察した。

段丘堆積物の
厚さ約1.5ｍ

位置図

Ts-11
トレンチ

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，
下部に薄い弱風化部を含む。

27

風化部下限＊２ℓm(sd)

ℓm(p)

ℓm

(p)

第700回審査会合
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シーム
S-10

大畑層
凝灰質礫岩

Ｍ１面段丘堆積物

易国間層
暗灰色火山礫凝灰岩

ローム層

3m0

（小段）

（小段）

• Ts-11トレンチではシームS-10の
延長上に大畑層が分布し，変状は
認められない。

• シームS-10の上下盤共に風化変
色が進んでおらず比較的硬質な新
鮮部～弱風化部から成る。上盤の
シームに接する箇所に強風化部
は分布しない。

Ts-11トレンチ（2/2）：北側法面詳細図

易国間層
淡灰色火山礫

凝灰岩

シームS-10

大畑層
凝灰質礫岩

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

T.P.23m

T.P.24m

T.P.25m

T.P.26m

T.P.27m

T.P.28m

T.P.29m

高角の割れ目沿いに形成さ
れたと推定される不整合面

北側法面詳細図

50ｃm0

易国間層
淡灰色
火山礫
凝灰岩

大畑層
凝灰質礫岩

シーム
S-10

易国間層
暗灰色
火山礫
凝灰岩

易国間層
互層部

高角の割れ目沿いに
形成されたと推定される

不整合面

拡大写真
（解釈線有り）

拡大写真
（解釈線なし）

北側法面スケッチ

28第700回審査会合
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埋土



北側法面

シーム
S-10

南側法面

南側法面詳細図範囲（P.30参照）
（小段）

（小段）

ローム層

大畑層
凝灰質礫岩

Ｍ１面段丘堆積物（河川性堆積物を含む）

易国間層
淡灰色

火山礫凝灰岩

（
小
段
）

変状の範囲
変位方向確認箇所

変位方向確認箇所

1

2

3

4

変位を伴う不連続面

変位量測定補助線及び測定箇所

変位を伴う不連続面
及び節理

• Ts-10トレンチにおいて，シームS-10から斜め上方に，変位を伴う不連続面が延びており，その延長上のＭ１面
段丘堆積物及び直下にある岩盤に変状が認められる。

• 変位を伴う不連続面には条線が認められ，上盤が上方に変位するセンスを示す。

Ts-10トレンチ（1/3）：地質展開図

位置図
Ts-10トレンチ

原子炉建屋設置位置

注） シームS-11層準(FT5-3＊)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

29

変状の変位方向

変位を伴う不連続面の走向・傾斜

（平均N38°W，26°S）

上盤の変位

方向（平均N47°E）

3

2
4

1
平均

（ウルフネット下半球投影）

腐植土
埋土

第700回審査会合
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埋土



• シームS-10を含む易国間層は大畑層に不整合で覆われる。

• シームS-10の上下盤共に褐色を呈し著しく軟質な強風化部から成る（P.31参照）。上盤
の強風化部はシームに接している。

• シームS-10から斜め上方に，変位を伴う不連続面が延びており，その延長上の大畑層
にも変位を伴う不連続面が延びている。その延長上のＭ1面段丘堆積物中及びその直
下の岩盤に変状が認められる。

• 地質境界は凹凸が顕著で見掛けの鉛直変位量の測定は困難であるが，①で約65ｃｍ
となっている。Ｍ1面段丘堆積物は河川性の堆積物が含まれること，同じＭ１段丘面の
Ts-11トレンチでの厚さ約1.5ｍ（P.27参照）に比べて0.5ｍ～１ｍと薄いことから，段丘堆
積物上面は削剥され，鉛直変位量は①より大きい可能性がある。

Ts-10トレンチ（2/3）：南側法面詳細図

シーム
S-10

WE

大畑層/
易国間層境界

南側法面写真
（解釈線有り）

南側法面写真
（解釈線なし）

変位量測定補助線及び
見掛けの鉛直変位量

変位を伴う不連続面
及び節理

ローム層

腐植土

Ｍ１面段丘堆積物（河川性堆積物を含む）

ローム層（砂礫混じり）

①約65cm

大畑層
凝灰質礫岩

易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

（小段）

シーム
S-10T.P.32m  

T.P.33m  

T.P.34m  

T.P.35m  

T.P.36m  

T.P.37m  

凡 例

変位を伴う不連続面
（Ｍ１面段丘堆積物に変形あり）

南側法面スケッチ

30第700回審査会合
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Ts-10トレンチ

シームS-10

Ts-10トレンチ付近地質断面図

E
W

凝灰質礫岩 淡灰色火山礫凝灰岩
（強風化部）

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色
火山礫凝灰岩

ローム層

Ts-10トレンチ付近では主にシームS-10上盤にシームに接して強風化部が分布する。

Ts-10トレンチ（3/3）：シームS-10上下盤の風化性状

0                       10m

0    100m

31

安山岩溶岩
（角礫状）

安山岩溶岩
細粒凝灰岩，粗粒凝灰岩，

暗灰色火山礫凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－２ P.59 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(20/49)

位置図

詳細位置図範囲

原子炉建屋設置位置

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する
細粒凝灰岩の鍵層名。

0    100m

Ts-10
トレンチ

詳細位置図

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

Ｍ１面段丘堆積物

風化部下限＊２

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，
下部に薄い弱風化部を含む。

ロ ー ム 層

，



①約30cm

淡灰色火山礫凝灰岩
安山岩溶岩（角礫状）

暗灰色
火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物
（河川性堆積物を含む）

ローム層

腐植土

W

変位方向確認箇所

E

2

シームの走向・傾斜

（平均 N46°E）

（平均N42°W，40°S）

21

上盤の変位の方向

変状の変位方向
（ウルフネット下半球投影）

• Ts-13北側法面においてシームS-10とＭ１面段丘堆積物との関係を調査し，S-10の延長上の段丘堆積物及びその直下の岩盤に変状が認められる。

• シームS-10の上下盤共に褐色を呈し著しく軟質な強風化部から成る（P.33参照）。上盤の強風化部はシームに接している。

• シームＳ-10延長部の岩盤と段丘堆積物の境界面に条線が認められ，上盤はシーム沿いに上方に変位するセンスを示す。

• 地層境界は凹凸が顕著で見掛けの鉛直変位量の測定は困難であるが，①で約30ｃｍ＊２となっている。段丘堆積物は河川性の堆積物が含まれること，同じＭ１面のTs-11
トレンチでの厚さ約1.5ｍ（P.27参照）に比べて0.5ｍ～1.0ｍと薄いことから，段丘堆積物上面は削剥され，鉛直変位量はより大きい可能性がある。

Ts-13法面（1/2）：北側法面地質スケッチ

（南側法面の変位方向確認箇所１*３との平均）
*３：第373回審査会合資料１－２，P.60参照。

T.P.32m  

T.P.33m  

T.P.34m  

T.P.35m  

シームS-10

シームS-10

T.P.36m  

位置図

Ts-13法面

原子炉建屋設置位置

＊２：南側法面では見掛けの鉛直変位量は約40ｃｍである（第373回審査会合資料１－２，P.60参照）。

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)の位置は各トレンチ・
法面での調査結果に基づく。

32

変位量測定補助線及び
見掛けの鉛直変位量

変位を伴う不連続面及び節理

段丘堆積物中の不連続面

＊１：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

第700回審査会合
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Ts-13法面付近ではシームS-10の上下盤共に強風化しており，
上盤側の方が強風化部が厚い。

Ｗ Ｅ

ローム層
Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩（強風化部）

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩（強風化部）

Ts-13法面観察範囲

Ts-13法面（2/2）：シームS-10上下盤の風化性状

Ts-13法面付近地質断面図

0                  10m

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

33

安山岩溶岩（角礫状）

細粒凝灰岩，粗粒凝灰岩，
暗灰色火山礫凝灰岩

第700回審査会合
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位置図

詳細位置図範囲

原子炉建屋設置位置

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

詳細位置図
0   100m

Ts-13法面

Ｍ１面段丘堆積物

風化部下限＊２

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，
下部に薄い弱風化部を含む。

中
新
世

ロ ー ム 層

，



法面写真

SN

シーム
S-11

Ｍ３面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

シーム
S-11

スケッチ

• 掘削工事中のNo.３法面において，シームS-11とＭ３面段丘堆積物との関係を調査した。
• シームS-11延長上の段丘堆積物中及びその直下の岩盤に段差は認められないことから，変状はないと判断される。
• シームS-11上盤のシームに接する箇所に強風化部は分布せず，下盤は風化変色が進んでおらず比較的硬質な新

鮮部～弱風化部から成る。

No.３法面：地質スケッチ

T.P.+12m

淡灰色火山礫凝灰岩

34第700回審査会合
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＊２：風化部は，主に強風化部から成り，
下部に薄い弱風化部を含む。

位置図

観察位置

原子炉建屋設置位置

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)
の位置は各トレンチ・法面での調
査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒
凝灰岩の鍵層名。

Ｍ３面段丘堆積物

凡 例

風化部下限＊２

上
部
層

易
国
間
層

第
四
紀

新
第
三
紀

中
新
世



※ 部は掘削除去されている。

Ts-５法面

Ts-５法面（1/2）：全体画像

• Ts-５法面において，シームS-11とＭ１面段丘堆積物との
関係を調査した。

• シームS-11の延長上のＭ１面段丘堆積物及びその直下
の岩盤に変状は認められない。

• シームS-11の上下盤共に褐色を呈し著しく軟質な強風
化部から成る。

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩
淡灰色火山礫凝灰岩

詳細画像・スケッチ範囲(P.36参照）Ts-５法面画像（解釈線有り）

N
S

Toya

位置図

0 200m

原子炉建屋設置位置

調査位置

Ｍ１面

Ｍ１面

Ｍ３面

Ｍ３面

Ｈ４面

Ts-５法面画像（解釈線なし）

詳細位置図

35第700回審査会合
資料２－２－２ P.63 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(24/49)

0 10m



ローム層（シルト質）

腐植土

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

画像範囲

28

26

24 

T.P.(m)
30

25

27

29

28

26

24 

T.P.(m)
30

25

27

29

屈折率
頻

度

顕微鏡写真

火山灰分析結果

火山ガラス屈折率頻度分布

Toya0.1mm

Toya

0
2
4
6
8

10
12
14

1.490 1.495 1.500 1.505 1.510 1.515 1.520 1.525 1.530 1.535 1.540

Ts-５法面（2/2）：地質スケッチ

変位を伴う不連続面及び節理

Ｍ１面段丘堆積物

Ｍ１面段丘堆積物

• シームS-11の延長上のＭ１面段丘堆積物中及びその直下の岩盤に変状は認
められない。上盤の強風化部はシームに接している。

• 変位を伴う不連続面の分布は少ない。

シームを挟む岩盤上面の高
さに段差は認められない

シームS-11延長上のＭ１面段丘堆積物中に
段丘堆積物中の不連続面はなく，砂質部を
含む層理面に段差は認められない

シーム
S-11

N S

Ts-５法面スケッチTs-５法面画像

洞爺火山灰 検出箇所

注） 岩盤はすべて強風化部

36第700回審査会合
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約75cm

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層

Ts-６法面（1/7）：地質スケッチ

火山灰分析結果

火山ガラス屈折率頻度分布 顕微鏡写真

0.1mm

Toya

0
5

10
15
20
25
30

1.490 1.495 1.500 1.505 1.510 1.515 1.520 1.525 1.530 1.535 1.540

屈折率 Toya

頻
度

シームS-11

変状の範囲

シーム
S-11

ローム層（砂質）

• Ts-６法面でシームＳ-11付近において，Ｍ１面段丘堆積物中の層理面の段差(見掛けの鉛直変位量約35ｃｍ)及び不連続面並びにその直下にある岩盤の段差から
成る変状が認められる。上盤はシーム沿いに上方に変位するセンスを示す。またＭ１面段丘堆積物及びその直下の岩盤に上に凸の形状(見掛けの鉛直変位量約
75ｃｍ) から成る変状が認められる。

• シームS-11の上下盤共に褐色を呈し著しく軟質な強風化部から成る（P.39参照）。上盤の強風化部はシームに接している。

• 段丘堆積物中の不連続面はローム層には認められないこと，ローム層（砂質）は上に凸の形状による段丘堆積物上面の高度差を埋めるように堆積していることか
ら，これらの変状は，洞爺火山灰層を含むローム層には及んでいないと考えられる。したがって変状は，Ｍ１面離水後，ローム層堆積前に形成され，少なくとも洞爺
火山灰層堆積以降に変状は発生していないと考えられる（P.41参照）。

NW SE

37

調査位置

位置図
。

検出箇所

変位を伴う不連続面
及び節理

Ｍ１

洞爺火山灰 検出箇所

凡 例

段丘堆積物中の不連続面

粗粒凝灰岩

埋土腐植土

第700回審査会合
資料２－２－２ P.65 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(26/49)

注） 本頁のシーム分布は変状の評価対象である変状
弱面（本編資料P.4-21参照）に区分する前のもので
ある。

約35cm



SENW 

挟在砂層底面

段丘堆積物中の不連続面

② 約32ｃｍ

① 約35ｃｍ

岩盤上面 淡灰色火山礫
凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

粗粒凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

• 変状の見掛けの鉛直変位量は，段丘堆積物中で約35ｃｍ（①），岩盤
上面で約32ｃｍ（②）であり，おおむね同程度で調和的である。

• シームＳ-11延長上の段丘堆積物と上盤の強風化部の境界面に条線
が認められる。シーム上盤はシーム沿いに上方に変位するセンスを
示す。

シームの走向・傾斜
（N61°E，22°S）

上盤の変位方向
（N13°W）

変状の変位方向

N

EW

S

変位方向確認箇所

Ts-６法面詳細写真

←挟在砂層底面

（ウルフネット下半球投影）

条線方向

Ts-６法面（2/7）：詳細地質観察結果

Ts-６法面詳細観察スケッチ

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-53 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(27/49)
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注） 本頁のシーム分布は変状の評価対象である変状
弱面（本編資料P.4-21参照）に区分する前のもので
ある。



Ts-６法面（3/7）：シームS-11上下盤の風化性状と岩盤の変形の範囲

• Ts-６法面ではシームS-11の上下盤共に強風化部が厚く分布する。

• 岩盤の上に凸の形状は，淡灰色火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の地質境界には及んでいない
ことから，岩盤の変形の範囲は鉛直方向に最大８ｍと推定される。

ローム層

淡灰色火山礫凝灰岩

強風化部下限凝灰角礫岩

NW      SE

法面投影図

断面図

Ts-６法面

岩盤の上に凸の形状の頂部と下位の地質境界区間長：約８ｍ

Ｍ１面段丘堆積物

腐植土

埋土

0              10m

39

砂質ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

強風化部下限

ボーリング(投影)

埋 土

ロ ー ム 層

砂 質 ロ ー ム 層

粗粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－２ P.69 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(28/49)

詳細位置図 0   100m

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

注） シームS-11層準(FT5-3＊)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

位置図

詳細位置図範囲 Ts-６法面

原子炉建屋設置位置



（余白）
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テフラ分析測線 ① ② ③

T.P.30ｍ

T.P.28ｍ

T.P.29ｍ

0 5m

T.P.29ｍ

T.P.28ｍ

ローム層
（砂質）

Toya 降下層準

① ② ③

段丘堆積物

段丘堆積物

段丘堆積物

火山ガラス屈折率

火山ガラス屈折率

軽鉱物 重鉱物 岩片 その他

ローム層

火山ガラス

Toya リワーク

Toya リワーク

ローム層

Toya リワーク

Toya 降下層準

段丘堆積物の上

に凸形状の頂部

0                200個

テフラ分析区間
• 上に凸形状の頂部とその両翼に測線を設定
• 標高10ｃｍ間隔のサンプリングを実施
• 火山ガラスの含有率と屈折率を測定

Ts-６法面スケッチ

テフラ分析結果

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

SE
NW

0                200個 0                200個

• 段丘堆積物の上に凸の形状形成とローム層堆積の時間関係を把握す
るためテフラ分析を実施した。

• 段丘堆積物は上に凸の形状の部分も含め法面全体で一様な層厚であ
ることから，上に凸の形状は段丘堆積物堆積後に形成された。

• 一方，ローム層（砂質）は，上に凸の形状の頂部(テフラ分析測線②)で薄
く，その両翼で厚く堆積していることから，ローム層(砂質)の堆積は上に
凸の形状の形成後であると判断される。また，洞爺火山灰層がローム層
(砂質)の直上に分布することから上に凸の形状の形成は，洞爺火山灰
層堆積前であると判断される。

Ts-６法面（4/7）：ローム層の堆積構造

ローム層（砂質）

ローム層
（砂質）

Toya
Toya

41

T.P.30ｍ

凡例

埋土腐植土

粗粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－２ P.66 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(29/49)

注） 本頁のシーム分布は変状の評価対象である変状弱面（本編資料P.4-21参
照）に区分する前のものである。

変位を伴う不連続面
及び節理

段丘堆積物中の不連続面

洞爺火山灰 検出箇所

埋土

詳細写真範囲
（P.42参照）

鉱物
組成



Ts-６法面（5/7）：ローム層の堆積状況（上に凸の形状の頂部付近）

• Ｍ１面段丘堆積物の層厚は，上に凸の形状の部分も含めてほぼ一様であるが，その上位のローム層(砂質)の層厚は上に凸の頂部では薄く，
その両翼に向かうにつれて厚くなる。したがって，上に凸の形状の形成は，ローム層(砂質)の堆積前であると判断される。

• ローム層(砂質)の直上には洞爺火山灰降下層準が分布することから，上に凸の形状の形成は洞爺火山灰層の堆積前であると判断される。

埋土

第700回審査会合
資料２－２－２ P.67 一部修正

0 ２m
シームS-11

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層

ローム層（砂質）

Toya降下層準

T.P.30m

T.P.28m

T.P.26m

SE
NW

42
2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(30/49)

易国間層(淡灰色

火山礫凝灰岩）



Ts-６法面（6/7）：変位を伴う不連続面の分布・性状（測定位置）

Ts-６法面 変位を伴う不連続面の測定位置

NW   SE          

① ② ③
④

⑤

ローム層

ローム層（砂質）

Ｍ1面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

腐植土

埋土

注１） 本スケッチは，第646回審査会合以降追加取得した調査データを含む。
注２） 本頁のシーム分布は変状の評価対象である変状弱面（本編資料P.4-21参照）に区分する前のものである。

変状が認められるTs-６法面において，変位を伴う不連続面の走向・傾斜及び変位センスを測定した（次頁参照）。

位置図

調査位置

。

粗粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-57 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(31/49)

43

測定箇所

変位を伴う不連続面
及び節理

段丘堆積物中の不連続面

埋土



Ts-６法面（7/7）：変位を伴う不連続面の性状（変位センス）

変位を伴う不連続面①～⑤は，葉理等の変位から上盤が上方に数ｃｍ～10数ｃｍ変位するものが主体である。

変位を伴う不連続面（解釈線なし）

変位を伴う不連続面

変位基準（葉理等）

凡 例

① ② ③ ④

変位を伴う不連続面（解釈線有り）

⑤

① ② ③ ④ ⑤

0 10cm 0 10cm 0 20cm 0 10cm 0 50cm

0 10cm 0 10cm 0 20cm 0 10cm 0 50cm

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-58 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(32/49)
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シーム
S-11

ローム層

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物2

東側法面詳細図範囲（P.46参照）

（小段）

（小段）

（
小
段
）

変状の範囲

火山灰分析結果 （Ts-7②30.7ｍ）

火山ガラス屈折率頻度分布 顕微鏡写真

Toya

0.1mm

0
5

10
15
20
25

1.490 1.495 1.500 1.505 1.510 1.515 1.520 1.525 1.530 1.535 1.540

屈折率

Toya

頻
度

0                        5m

シーム
S-11

• Ts-７トレンチでシームS-11付近において，Ｍ１面段丘堆積物中の層理面の
段差及び不連続面並びにその直下にある岩盤の段差から成る変状が認めら
れる。上盤はシーム沿いに上方に変位するセンスを示す。

• この変状はローム層には及んでいないことから，Ｍ１面離水後，ローム層堆
積前に形成されたものと考えられる。

Ts-７トレンチ（1/3）：地質展開図

位置図

Ts-７トレンチ

注１） シームS-11層準(FT5-3＊)の位置は各
トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

45

変位量測定補助線及び測定箇所

変位を伴う不連続面及び節理

洞爺火山灰 検出箇所

不連続面

Ｍ１面段丘堆積物1

軽石質ローム層

腐植土
埋土

粗粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－２ P.71 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(33/49)

段丘堆積物中の不連続面

注２） 本頁のトレンチのシーム分布は変状の評価対象である変状
弱面（本編資料P.4-21参照）に区分する前のものである。



Ｍ１面段丘堆積物2

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物1

段丘堆積物中の不連続面

約30cm

0 2m

SN

段丘堆積物中の
不連続面中

淡灰色火山礫凝灰岩

• シームS-11 延長上の段丘堆積物中の見掛けの鉛直変位量は約30ｃｍであると判断される。

• シーム上面に条線が認められ，上盤はシーム沿いに上方に変位するセンスを示す。

• シームS-11の上下盤共に褐色を呈し著しく軟質な強風化部から成る（P.47参照）。上盤の強
風化部はシームに接している。

変位方向確認箇所

2
1

3

1
2

3
平均

上盤の変位の方向
（平均N20°W）

シームの走向・傾斜

変状の変位方向

（平均N50°E，13°S）

（ウルフネット下半球投影）

変位量測定補助線及び
見掛けの鉛直変位量

29

28

27 

T.P.(m)
30

29

28

27 

T.P.(m)
30

Ts-７トレンチ（2/3）：東側法面詳細図

シーム
S-11

変位を伴う不連続面及び節理

46

不連続面

粗粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－２ P.72 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(34/49)

段丘堆積物中の不連続面

注） 本頁のシーム分布は変状の評価対象である変状弱面
（本編資料P.4-21参照）に区分する前のものである。



Ｍ１面段丘堆積物
ローム層

淡灰色火山礫凝灰岩

風化部下限淡灰色火山礫凝灰岩（強風化部）

Ts-７トレンチ

Ts-７トレンチ付近ではシームS-11の上下盤共に強風化部が厚く分布する。

Ts-７トレンチ（3/3）：シームS-11上下盤の風化性状

Ts-７トレンチ付近地質断面図

位置図

詳細位置図範囲

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，
下部に薄い弱風化部を含む。

0           10m

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

詳細位置図 0 100m

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

Ts-７トレンチ

凝灰角礫岩

47

Ｍ１面段丘堆積物

風 化 部 下 限＊２

ロ ー ム 層

第700回審査会合
資料２－２－２ P.73 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(35/49)



シーム
S-11

シーム
S-11

（小段）

（小段）

淡灰色火山礫凝灰岩

ローム層

（
小
段
）

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

Ts-８トレンチ（1/11）：地質展開図

位置図

Ts-８トレンチ

原子炉建屋設置位置

北側法面（P.50参照）

注） シームS-11層準(FT5-3＊)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

ℓℓtf

te

ℓm(s)

ℓm

hs

南側法面（P.49参照）
変状の範囲

変状の範囲

48

変位を伴う不連
続面及び節理

不連続面

• Ts-８トレンチでは，Ｍ１面段丘堆積物及びその直下の岩盤に上に凸の
形状から成る変状が認められ，一部の変位を伴う不連続面の延長上
にも小規模な変状が認められる。

• 地質観察によれば，変状付近の岩盤は，褐色を呈し著しく軟質な強風
化部から成り，変位を伴う不連続面が分布する。

粗粒凝灰岩

細粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－２ P.74 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(36/49)

段丘堆積物中の不連続面

埋土



筋状構造 変位を伴う不連
続面及び節理

段丘堆積物中の不連続面

SW
NE

南側法面写真（解釈線有り）

南側法面写真（解釈線なし）

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

変状の範囲（上に凸の形状）

T.P.30m   

T.P.31m  

T.P.32m  

T.P.33m 

T.P.34m 

T.P.35m 

0 2m

南側法面スケッチ

変状の範囲
（段差及び段丘堆積物中の不連続面）

Ts-８トレンチ（2/11）：地質観察結果（南側法面詳細図）

約85cm

約３m

（強風化部）

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-37 一部修正

注） 本図の写真及びスケッチは設置変更許可申請時（H26.12）のものである。
現地調査時（H30.11）の観察面の写真及び詳細スケッチはP.53，54参照。

地質境界の
見掛けの鉛直変位量

• 南側法面の上に凸の形状の見掛けの鉛直変位量は約85ｃｍである。岩盤の上に
凸の形状の北東端等で，シームS-11が低角の変位を伴う不連続面により切られて
いることから，変状は低角の変位を伴う不連続面に沿う変位により生じたものと考
えられる。

• 岩盤の上に凸の変形は，法面下部の直線的な葉理に及んでいないことから，変状
に関わる岩盤の変形の範囲は鉛直方向に最大約３ｍと推定され，地表付近の浅
部に限定される現象と判断される。

• なお，一部の変位を伴う不連続面の延長上には，段丘堆積物中の不連続面及び
岩盤の段差から成る小規模な変状が認められる。

粗粒凝灰岩

細粒凝灰岩

2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(37/49)
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北側法面スケッチ

SW
NE

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

シームS-11

3m0

T.P.31m 

T.P.32m 

T.P.33m 

T.P.34m 

T.P.35m 

T.P.30m  

北側法面写真（解釈線有り）

北側法面写真（解釈線なし）

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-38 一部修正

Ts-８トレンチ（3/11）：地質観察結果（北側法面詳細図）

注） 本図の写真及びスケッチは設置変更許可申請時（H26.12）のものである。
現地調査時（H30.11）の観察面の写真及び詳細スケッチはP.55～P.57参照。

• 北側法面では南側法面と同様に，やや小規模であるが上に凸の形状※が認め
られる。シームS-11は変位を伴う不連続面により切られていることから，変状は
変位を伴う不連続面に沿う変位により生じたものと考えられる。

• なお，一部の変位を伴う不連続面の延長上には，段丘堆積物中の不連続面及
び岩盤の段差から成る小規模な変状※が認められる。

※ 変状の見掛けの鉛直変位量については，現地調査時（H30.11）
の観察面の詳細スケッチ（P.55，57）を参照。

変状の範囲（上に凸の形状）

変状の範囲
（段差及び段丘堆積物中の不連続面）

シームS-11

葉理

岩盤上面境界

筋状構造 変位を伴う不連
続面及び節理

段丘堆積物中の不連続面

粗粒凝灰岩
細粒凝灰岩

2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(38/49)
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位置図

詳細位置図範囲

原子炉建屋設置位置

Ts-８トレンチ付近ではシームS-11の上下盤共に強風化部が厚く分布する。

Ts-８トレンチ（4/11）：シームS-11上下盤の風化性状

SW NE
Ts-８トレンチ

ローム層

凝灰角礫岩

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩（強風化部）

淡灰色火山礫凝灰岩

0    10m

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

Ts-８トレンチ付近地質断面図

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。
詳細位置図 0 100m

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

Ts-８
トレンチ

51

Ｍ１面段丘堆積物

風 化 部 下 限*２

凡 例

ロ ー ム 層

盛土及び人工改変土

第700回審査会合
資料２－２－２ P.77 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(39/49)



（余白）
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淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

埋土

南側法面スケッチ

（小段）

約85cm

約10cm

NE SW

Ts-８トレンチ（5/11）：地質観察結果（南側法面詳細スケッチ）〔現地調査時(H30.11)の観察面〕

南側法面詳細図

位置図

注） 本スケッチは，設置変更許可申請時（H26.12）より数10ｃｍ奥側
の観察面で，第646回審査会合以降に追加取得したデータ。

連続性の良い変位を伴う不連続面（本編資料P.4-62
参照）がシームS-11を切ってシームに合流している 連続性の良い変位を伴う不連続面（本編

資料P.4-62参照）は法面下部で消滅

• Ts-８トレンチ南側法面の現地調査時（H30.11）の法面観察の結果，Ｍ１面段丘堆積物及びその直下の岩盤に上に凸の形状が認められ，その見
掛けの鉛直変位量は約85ｃｍである。なお，一部の変位を伴う不連続面の延長上には，段丘堆積物中の不連続面及び岩盤の段差から成る小
規模な変状（見掛けの鉛直変位量約10ｃｍ）が認められる。

• 岩盤上面及びシームS-11にも上に凸の形状が認められ，その形状の北東端でシームS-11が連続性の良い変位を伴う不連続面（本編資料
P.4-62参照）により切られていることから，上に凸の形状は変位を伴う不連続面沿いの変位により形成されたと考えられることを確認した。

• 設置変更許可申請時（H26.12）の観察結果と同様に，変状付近にある連続性の良い変位を伴う不連続面（本編資料P.4-62参照）は，法面下部
に向かって傾斜が緩やかになり消滅することを確認した。

凡 例

地質境界の
見掛けの鉛直変位量

細粒凝灰岩

層

細粒凝灰岩

粗粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-45 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(40/49)
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段丘堆積物中の不連続面

変位を伴う不連続面
及び節理

埋土



南側法面写真 0 2m

NE SW

Ts-８トレンチ（6/11）：地質観察結果（南側法面写真）〔現地調査時(H30.11)の観察面〕

（小段）

注） 本写真は，設置変更許可申請時（H26.12）より数10ｃｍ奥側
の観察面で，第646回審査会合以降に追加取得したデータ。

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-46 再掲2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(41/49)
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NESW

北側法面スケッチ

（小段）
P.57拡大範囲

凡 例

地質境界の
見掛けの鉛直変位量

Ts-８トレンチ（7/11）：地質観察結果（北側法面スケッチ）〔現地調査時（H30.11）の観察面〕

約50cm

約13cm

北側法面詳細図

位置図

注） 本スケッチは，設置変更許可申請時（H26.12）より数10ｃｍ奥
側の観察面で，第646回審査会合以降に追加取得したデータ。

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

シームS-11が変位を伴う不連
続面により切られている

連続性の良い変位を伴う不連続面（本
編資料P.4-63参照）は法面下部で消滅

• Ts-８トレンチ北側法面の現地調査時（H30.11）の法面観察の結果，南側法面と同様にＭ１面段丘堆積物に上に凸の形状が認められ，その
見掛けの鉛直変位量は約50ｃｍである。なお，一部の変位を伴う不連続面の延長上には，段丘堆積物中の不連続面及び岩盤の段差から
成る小規模な変状（見掛けの鉛直変位量約13ｃｍ）が認められる。

• 岩盤上面及びシームS-11にもやや上に凸の形状が認められ，シームS-11が変位を伴う不連続面により切られている部分があることから，
南側法面と同様に，上に凸の形状は変位を伴う不連続面沿いの変位によって形成されたと考えられることを確認した。

• 設置変更許可申請時（H26.12）の観察結果と同様に，変状付近にある連続性の良い変位を伴う不連続面（本編資料P.4-63参照）は，法面
下部で消滅することを確認した。

層

細粒凝灰岩

粗粒凝灰岩

細粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-47 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(42/49)
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段丘堆積物中の不連続面

変位を伴う不連続面
及び節理



Ts-８トレンチ（8/11）：地質観察結果（北側法面写真）〔現地調査時（H30.11）の観察面〕

NE

北側法面写真

SW

0 2m

（小段）

詳細スケッチ範囲（P.57参照）

注） 本写真は，設置変更許可申請時（H26.12）より数10ｃｍ奥側
の観察面で，第646回審査会合以降に追加取得したデータ。

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-48 再掲2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(43/49)
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北側法面の現地調査時（H30.11）の法面観察の結果，シームS-11を変位させている低角の変位を伴う不連続面は，下位に向
かって変位量は小さくなり，法面下部で変位量は０ｃｍとなることから，設置変更許可申請時（H26.12）の変位を伴う不連続面
沿いの変位量分布（本編資料P.4-64参照）と調和的であることを確認した。

Ts-８トレンチ（9/11）：地質観察結果（北側法面詳細スケッチ）〔現地調査時（H30.11）の観察面〕

注） 本スケッチは，設置変更許可申請時（H26.12）より
数10ｃｍ奥側の観察面で，第646回審査会合以降
に追加取得したデータ。

NESW

北側法面詳細スケッチ

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

シームS-11を変位させている低角の変位を伴う不連続面
（法面下部では変位量０ｃｍ）

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-49 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(44/49)
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凡 例

変位を伴う不連続面の変位方向
と見掛けの鉛直変位量（ｃｍ）

細粒凝灰岩

変位を伴う不連続面
及び節理



（余白）
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変状が認められるTs-８トレンチにおいて，変位を伴う不連続面の走向・傾斜，変位センス及び条線を測定した（次頁参照）。

注） 岩盤はすべて強風化部。

注） シームS-11層準(FT5-3＊)の位置は
各トレンチ・法面での調査結果に基づく。

位置図

Ts-８トレンチ

原子炉建屋設置位置

Ts-８トレンチ（10/11）：変位を伴う不連続面の分布・性状（測定位置）

W23

E31

W49

E47

*：シームＳ-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

Ｍ１面段丘堆積物

変位を伴う不連続面及び節理

測定点及び測定No.
（次頁参照）

筋状構造

段丘堆積物中の不連続面

第四系

易国間層

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-50 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(45/49)
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変位を伴う不連続面

変位基準（葉理等）

条線の方向

凡 例

• 変位を伴う不連続面の条線の方向はほぼ最大傾斜方向を示す。

• 変位を伴う不連続面沿いの葉理等の変位から，上盤が上方に数ｃｍ程度変位するセンスを示す。

Ts-８トレンチ（11/11）：変位を伴う不連続面の性状（条線の方向，変位センス）

W49

W49 W23

W23 E47

E47

E31

E31

変位を伴う不連続面（解釈線有り）

変位を伴う不連続面（解釈線なし）

0 10cm

0 10cm

0 10cm

0 10cm

0 10cm

0 10cm

0 10cm

0 10cm

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-51 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(46/49)
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位置図

法面②

法面②

淡灰色火山礫凝灰岩

ローム層
腐植土

Ｍ１面段丘堆積物（礫混じり細砂）

W E

法面② スケッチ

法面② 写真

• 法面②（シームが分布しない箇所）では変状は認められない。

• 地質観察の結果，岩盤は主に褐色を呈し著しく軟質な強風化部から成り，低角の変
位を伴う不連続面は認められない。

（強風化部）
（新鮮部）

61

Ｍ１面段丘堆積物（円礫を含む砂礫）

＊：風化部は，主に強風化部から成り，
下部に薄い弱風化部を含む。

＊

第700回審査会合
資料２－２－２ P.78 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(47/49)



凝灰角礫岩

ローム層
腐植土

法面③ 写真

←地点③

位置図

法面③

法面③ スケッチ

ローム混じり砂層

法面③

Ｍ１面段丘堆積物（円礫主体の砂礫層）

• 法面③（シームが分布しない箇所）
では変状は認められない。

• 地質観察の結果，岩盤は全体に褐
色を呈し著しく軟質な強風化部から
成り，低角の変位を伴う不連続面は
認められない。

（強風化部）

W
E

62

Ｍ１面段丘堆積物（河川性堆積物）

第700回審査会合
資料２－２－２ P.79 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(48/49)

凡 例



法面④

法面④ 写真

凝灰角礫岩

ローム層腐植土

崖錐堆積物

ローム混じり砂層

W

E

法面④ スケッチ

Ｍ１面段丘堆積物（河川性堆積物）

Ｍ１面段丘堆積物（円礫主体の砂礫層）

• 法面④（シームが分布しない箇所）
では変状は認められない。

• 地質観察の結果，岩盤は全体に褐
色を呈し著しく軟質な強風化部か
ら成り，低角の変位を伴う不連続
面は認められない。

（強風化部）

63

Ｍ１面段丘堆積物（河川性堆積物）

位置図

法面④

第700回審査会合
資料２－２－２ P.80 一部修正2.1.1 後期更新世に生じた変状の分布・性状(49/49)

凡 例



トレンチ・法面における変状弱面の分布

〔本編資料4.2.1章に関する基礎データ〕

• 変状が認められるトレンチ及び法面の変状弱面の分布を示す。

64
2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(1/13)



Ts-１トレンチ

Ts-７トレンチ

Ts-13法面

Ts-10トレンチ

Ts-６法面

Ts-８トレンチ

Ts-３トレンチ

変 状 弱 面

• ps-１弱面：シームS-11沿い〔Ts-６，７に分布〕
• ps-２弱面：シームS-10沿い〔Ts-１，３，10，13に分布〕
• pd系弱面：低角の変位を伴う不連続面沿い〔Ts-６～８に分布〕

Ts-２トレンチ

Ts-11トレンチ

法面④

法面③
法面②

法面①

Ts-５法面

No.３法面

ps-１弱面，pd系弱面

ps-１弱面，pd系弱面

pd系弱面

ps-２弱面

ps-２弱面

Tf-５(a)トレンチ

変状の有無及び変状弱面の確認結果 第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-11 一部修正

Tf-４トレンチ

ps-２弱面

• 変状弱面は，シーム付近で変状が有る箇所の段丘堆
積物中及び岩盤内に分布し，分布する箇所と分布しな
い箇所が近接する。

• 変状弱面のうち，ps-１弱面はシームS-11沿い，ps-２弱
面はシームS-10沿いに分布し，pd系弱面は低角の変
位を伴う不連続面沿いに分布する。

凡 例

シームS-10が第四系基底面，掘削面等に現れる位置

シームS-11層準(FT5-3＊)が第四系基底面，掘削面等に現れる位置

* : シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

ト レ ン チ ・ 法 面Ts-７

変状の詳細観察結果

変状有り

変状なし

変 状 の 詳 細 観 察 箇 所

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(2/13)
65

注） シームS-10及びシームS-11層準(FT5-3＊)の位置は，ボーリング，
トレンチ及び法面の調査結果に基づく。



Ts-６法面

• Ts-６法面では，シームS-11沿い及びその延長上にps-１弱面，
変状付近に多い低角の変位を伴う不連続面沿いにpd系弱面が
分布する。

• ps-１弱面の上下盤共に，褐色を呈し著しく軟質な強風化部等
から成り，段丘堆積物中及び直下の岩盤に変位が認められる。

• pd系弱面は強風化部のシーム付近の下盤側に多く分布し，段
丘堆積物及びその直下の岩盤に変形が認められる。

• pd系弱面はシームから離れると少なくなる。

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(3/13)
66

注）位置図はP.65参照

ps-１弱面

NW   SE          

ローム層

ローム層（砂質）

Ｍ1面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

腐植土

埋土

変状付近でpd系弱面が多く分布

pd系弱面

(低角の変位を伴う不連続面)

段丘堆積物中の不連続面

変位を伴う不連続面
及び節理

埋土

ps-１弱面



Ｍ１面段丘堆積物2

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物1

淡灰色火山礫凝灰岩

（強風化部）

（強風化部）

粗粒凝灰岩

29

28

27 

T.P.
30m

29

28

27 

T.P.
30m

ℓℓtf
ℓℓtf

ℓℓtf

te1

0 2m

SN

• Ts-７トレンチ東側法面では，シームS-11沿い及びその延長上の段丘堆積物中の不連続面にps-１弱面が分布する。また，部分的
に低角の変位を伴う不連続面沿いにpd系弱面が分布する。

• 地質観察の結果，ps-１弱面の上下盤共に，褐色を呈し著しく軟質な強風化部等から成り，上盤の強風化部はシームに接している。
• なお，pd系弱面の一部において岩盤上面に変位が認められる。

Ts-７トレンチ東側法面

変位を伴う不連続面及び節理

不連続面

第700回審査会合
資料２－２－２ P.72 一部修正

pd系弱面で岩盤上面に変位が見られる部分

67

ps系弱面

注）位置図はP.65参照

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(4/13)

pd系弱面の
主な分布範囲

pd系弱面
(低角の変位を伴う不連続面)



筋状構造 変位を伴う不連
続面及び節理

第四系中の不連続面

北側法面スケッチ

SW
NE

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物
ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

シームS-11

3m0

T.P.31m 

T.P.32m 

T.P.33m 

T.P.34m 

T.P.35m 

T.P.30m  

北側法面写真（解釈線有り）

北側法面写真（解釈線なし）

Ts-８トレンチ北側法面

注） 本図の写真及びスケッチは設置変更許可申請時（H26.12）のものである。
現地調査時（H30.11）の観察面の写真及び詳細スケッチはP.70参照。

• Ts-８トレンチ北側法面では，南側法面と同様に低角の変位を伴う不連続面沿い
及びその延長上にpd系弱面が分布する。

• pd系弱面は強風化部のシーム付近に分布し，段丘堆積物及び直下の岩盤の変
形が主体であり，一部において段丘堆積物中及び岩盤上面に変位が認められ
る。

シームS-11

葉理

岩盤上面境界

粗粒凝灰岩
細粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-38 一部修正

pd系弱面の主な分布範囲

pd系弱面で段丘堆積物中及び岩
盤上面に変位が見られる部分

68

注）位置図はP.65参照

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(5/13)

段丘堆積物中の不連続面



淡灰色火山礫凝灰岩

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

埋土

Ｍ１面段丘堆積物

南側法面スケッチ

（小段）

NE SW

Ts-８トレンチ南側法面〔現地調査時(H30.11)の観察面〕

注） 本スケッチは，設置変更許可申請時（H26.12）より数10ｃｍ奥側
の観察面で，第646回審査会合以降に追加取得したデータ。

pd系弱面E29は法面下部で消滅

• Ts-８トレンチ南側法面では，低角の変位を伴う不連続面沿い及びその延長上にpd系弱面が分布する。

• pd系弱面は強風化部のシーム付近に分布し，段丘堆積物及び直下の岩盤の変形が主体であり，一部において段丘堆積
物中及び岩盤上面に変位が認められる。

• 変形量が最大であるpd系弱面E29は，法面下部で消滅している。

細粒凝灰岩

粗粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-45 一部修正

pd系弱面の主な分布範囲

69

注）位置図はP.65参照

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(6/13)

pd系弱面で段丘堆積物中及び岩
盤上面に変位が見られる部分

pd系弱面E29

変位を伴う不連続面
及び節理

凡 例

細粒凝灰岩

層

埋土



NESW

北側法面スケッチ

（小段）

凡 例

細粒凝灰岩

層

Ts-８トレンチ北側法面〔現地調査時（H30.11）の観察面〕

注） 本スケッチは，設置変更許可申請時（H26.12）より数10ｃｍ奥
側の観察面で，第646回審査会合以降に追加取得したデータ。

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

• Ts-８トレンチ北側法面では，低角の変位を伴う不連続面沿い及びその延長上にpd系弱面が分布する。

• pd系弱面は強風化部のシーム付近に分布し，段丘堆積物及び直下の岩盤の変形が主体であり，一部において段丘堆積物中及
び岩盤上面に変位が認められる。

粗粒凝灰岩

細粒凝灰岩

第700回審査会合
資料２－２－１ P.4-47 一部修正

pd系弱面の主な分布範囲

pd系弱面で段丘堆積物中及び岩
盤上面に変位が見られる部分

70

注）位置図はP.65参照

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(7/13)

変位を伴う不連続面
及び節理



3m0

Ts-１トレンチ東側法面

SN 

ローム層 （シルト質）

ローム層
（礫混じりシルト質）

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

12

11

10 

T.P.(m)
13

12

11

10 

T.P.(m)
13

暗灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

Aso-4

• Ts-１トレンチ東側法面では，シームS-10沿い及びその延
長上の段丘堆積物中の不連続面にps-２弱面が分布する。

• ps-２弱面の上盤は，黄褐色を呈し著しく軟質な強風化部
等から成り，ps-２弱面に接する。段丘堆積物中及び直下
の岩盤に変位が認められる。

第700回審査会合
資料２－２－２ P.42 一部修正

71

注）位置図はP.65参照

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(8/13)

ps系弱面

変位を伴う不連続面及び節理

（リワーク）

段丘堆積物中の不連続面

シームS-10



NS 

Ts-３トレンチ西側法面

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

ローム層（礫混じりシルト質）

ローム層（シルト質） 古砂丘堆積物

暗灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

3m0

ローム層（有機質）

• Ts-３トレンチ西側法面では，シームS-10
沿い及びその延長上の段丘堆積物中の
不連続面にps-２弱面が分布する。

• ps-２弱面の上盤は，黄褐色を呈し著しく
軟質な強風化部等から成り，ps-２弱面
に接する。段丘堆積物中及び直下の岩
盤に変位が認められる。

第700回審査会合
資料２－２－２ P.49 一部修正

72

注）位置図はP.65参照

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(9/13)

（リワーク）

（リワーク）

変位を伴う不連続面
及び節理

段丘堆積物中の不連続面

ps系弱面

12

11

10 

T.P.(m)
13

12

11

10 

T.P.(m)
13



位置図

Ts-１
トレンチ

Ts-２
トレンチ

Ts-３
トレンチ

法面でのシームS-10
と第四系逢着点

８m西方法面

Ts-３トレンチ８m西方法面

Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

ローム層（シルト質・礫混じりシルト質）

古砂丘堆積物

シームS-10

淡灰色火山礫凝灰岩

ローム層（有機質）

シーム
S-10

13

11

10 

T.P.(m)
14

12 12

11

10 

T.P.(m)
14

13

• Ts-３トレンチ８ｍ西側法面では，シームS-10沿い及びその延長上の段丘堆積物中の不連続面にps-２弱面が分布する。
• ps-２弱面の上盤は，黄褐色を呈し著しく軟質な強風化部等から成り，ps-２弱面に接する。段丘堆積物中及び直下の岩盤に変位が認められる。

シームの上盤はすべて強風化部

S
N

Ｍ３面段丘堆積物（礫質）

te(g)

te(sdg)

73

変位を伴う不連続面
及び節理

te(sdg)

te(g) （礫質）

（礫混じり砂質）

第700回審査会合
資料２－２－２ P.53 一部修正2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(10/13)

注）位置図はP.65参照

ps系弱面

暗灰色火山礫凝灰岩



Ｍ３面段丘堆積物（礫混じり砂質）

古砂丘堆積物

Ｍ３面段丘堆積物（砂質）

シーム
S-10

ローム層（シルト質・
礫混じりシルト質）

ローム層（有機質）

Ts-３トレンチ17ｍ西方法面

シーム
S-10

位置図

Ts-１
トレンチ

Ts-２
トレンチ

Ts-３
トレンチ

法面でのシームS-10
と第四系逢着点

17m西方法面

シームの上盤は
すべて強風化部

13

11

10 

T.P.(m)
14

12 12

11

10 

T.P.(m)
14

13

S N

Ｍ３面段丘堆積物
（礫質）

te(g)

te(sdg)

• Ts-３トレンチ17ｍ西側法面では，シームS-10沿い及びその延長上の段丘堆積物中の不連続面にps-２弱面が分布する。
• ps-２弱面の上盤は，黄褐色を呈し著しく軟質な強風化部等から成り，ps-２弱面に接する。段丘堆積物中及び直下の岩盤に変位が認められる。
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変位を伴う不連続面
及び節理

te(sdg)

te(g)

（礫混じり砂質）

（礫質）

段丘堆積物中の不連続面

第700回審査会合
資料２－２－２ P.54 一部修正

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(11/13)

注）位置図はP.65参照

ps系弱面

暗灰色
火山礫凝灰岩

安山岩溶岩
（角礫状）



• Ts-10トレンチ南側法面では，シームS-10沿い及びその延長上にps-２弱面が分布する。

• ps-２弱面の上下盤共に，褐色を呈し著しく軟質な強風化部等から成り，段丘堆積物中及び直下の岩盤に変位が認められる。

Ts-10トレンチ南側法面

WE

南側法面写真

ローム層

腐植土

Ｍ１面段丘堆積物（河川性堆積物を含む）

ローム層（砂礫混じり）

大畑層
凝灰質礫岩

易国間層
淡灰色火山礫凝灰岩

（小段）

シーム
S-10

T.P.32m  

T.P.33m  

T.P.34m  

T.P.35m  

T.P.36m  

T.P.37m  

南側法面スケッチ

第700回審査会合
資料２－２－２ P.58 一部修正

変位を伴う不連続面
及び節理

凡 例

75

ps系弱面

注）位置図はP.65参照

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(12/13)



S-10

淡灰色火山礫凝灰岩
安山岩溶岩（角礫状）

暗灰色
火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物
（河川性堆積物を含む）

ローム層

腐植土

W E

• Ts-13トレンチ北側法面では，シームS-10沿いにps-２弱面が分布する。

• ps-２弱面の上下盤共に褐色を呈し著しく軟質な強風化部から成り，段丘堆積物中及び直下の岩盤に変位が認められる。

Ts-13北側法面

T.P.32m  

T.P.33m  

T.P.34m  

T.P.35m  

T.P.36m  

位置図

Ts-13法面

原子炉建屋設置位置

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)の位置は各トレンチ・
法面での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

第700回審査会合
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ps系弱面

2.1.2 変状形成時に変位を生じた地質弱面の区分・性状(13/13)

シームS-10

変位を伴う不連続面及び節理

段丘堆積物中の不連続面




